
一般社団法人日本コンクリート診断士会

○ 本会入会の申し込みは、各地域の「コンクリート診

断士会」を通じてお申し込みください。地域に「コ

ンクリート診断士会」がない場合は本会本部に直接

お申し込みください。

○ 会員は、本会の事業活動にあてる会費として、各

地区の「コンクリート診断士会」の規約により年会

費の負担をお願いします。なお、本会本部に直接

申し込まれる場合の入会金および年会費は下表の

通りです。

【ご注意】
（1） 法人会員の種別は、所定の手続きにより変更できます。
（2） 上記年会費を納入することにより、ＳＡ会員は５名、Ａ会員は３名、Ｂ会

員は２名、Ｃ会員は１名以内の正会員または賛助会員を希望する支部
に登録することができます。

（3） 登録する地区の会の個人年会費と差がある場合は、会員は差額分
を別途地区の会に納付をお願いします。

（4） 本会の事業年度が開始された月に年会費を納めてください。
（5） 会員が納付した入会金および年会費は返還いたしません。

○ 本会から会員への連絡等は、インターネットによる

連絡を基本といたしますので、個人会員および法

人会員の連絡担当者は、添付資料も確認できるア

ドレスを取得していることが必要です。

○ 「入会申込書」は、本会のホームページよりダウン

ロードしてください。

 http://www.jcd-net.or.jp/

〒185-0012東京都国分寺市本町2-23-3 富澤ビル２階
Tel: 042-328-0337
Fax: 042-320-5506
E-mail: info@jcd-net.or.jp

一般社団法人日本コンクリート診断士会

入会のご案内
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 会員の種類 入会金 年会費

正会員  3,000 円 3,000 円

賛助会員  3,000 円 3,000 円

法人会員 ＳＡ  100,000 円

 Ａ  50,000 円

 Ｂ  30,000 円

 Ｃ  10,000 円

10,000 円

www.jcd-net.or.jp

北海道コンクリート診断士会 http://www.hcd-net.jp/ 011-780-1116

青森県コンクリート診断士会 http://www.aocd.jp/ 017-723-3067

新潟県コンクリート診断士会 http://www.geocities.jp/niigatakon/index.html 025-232-7121

長野県コンクリート診断士会 http://ncd.nagano-cd.com 0263-92-3092

東京コンクリート診断士会 http://homepage2.nifty.com/TCD/ 042-320-5585 

石川県コンクリート診断士会 http://ishicon.main.jp/ 076-231-8011

福井県コンクリート診断士会 http://fcd.gr.jp/index.html 0776-56-1234

静岡コンクリート診断士会 http://www.scd.gr.jp/ 053-412-1122

東海コンクリート診断士会 http://sites.google.com/site/tokaicd/ 0564-84-3121

京滋コンクリート診断士会 http://www.kscd.jp/ 075-933-5118

鳥取県コンクリート診断士会 http://www.tottori-acc.com/index.htm 0858-26-2498

島根県コンクリート診断士会 http://dacs.xxx.zmx.jp/ 0852-28-0062

高知県コンクリート診断士会 http://www.kochi-kcd.com 088-824-1462

NPO法人大分県コンクリート診断士会 http://www.geocities.jp/oita_concretedoctor/index.html 097-504-7122

地区診断士会一覧 ホームページ 問い合わせ先（電話番号）

設　　立　平成22年 7月 23日
法人登録　平成22年 9月 6日



　わが国では、戦後から高度経済成長期にかけて、道路、ダム、港湾、鉄道、

建築物等の社会基盤の整備に伴い、多岐にわたり多くのコンクリート構造物

が構築されてきました。しかし、年月の経過とともに劣化が進み、それが原

因で重大な事故につながることが懸念されています。このような老朽化した

大量のコンクリート構造物を効率的に維持管理し、活用することが今後の構造

物の管理者、技術者に課せられた最大の課題となっています。

　このような課題を解決するべく、「公益社団法人日本コンクリート工学会」

では、コンクリート診断士制度を創設し、既存のコンクリート構造物を対象と

した、劣化程度の診断、補修・補強に係わる専門技術者を輩出しています。

２００１年から実施しているコンクリート診断士試験により、9,０２０名※のコン

クリート診断士を社会に送り出し、高い評価を受けています。（※2011年３月現在）

　資格を取得したコンクリート診断士は、全国に地域ごとの「コンクリート診

断士会」を設立し、より一層の社会貢献と最新技術に伴う最高の技術力と資

質の向上を目的に、勉強会やセミナー、外部講習会への講師派遣など、さま

ざまな活動を積極的に行っています。

　「一般社団法人日本コンクリート診断士会」では、コンクリート構造物の安

全性と維持管理のために、各地域で活動している「コンクリート診断士会」

を強力に支援するとともに、より効率的・組織的な連携を全国規模で実現し、

コンクリート診断士の技術力と資質の向上、社会的信用・地位の向上、構造

物管理者への技術対応などを積極的に推進し、広く社会に貢献してまいります。

■ 「コンクリート診断士」とは

公益社団法人日本コンクリート工学会が認定
する資格で、平成１３年から始まりました。この
資格は、公益社団法人日本コンクリート工学会
が実施する試験によって、コンクリートの診断・
維持管理に関する幅広い知識や高い技術を保
有していると認定され、さらに登録された者に
与えられます。
これまでのコンクリート関連の資格が、新設構
造物に使用するコンクリートの設計・製造・
施工に主として関わってきたのに対して、この
「コンクリート診断士」は、既存コンクリートを
対象として、その劣化の程度を診断し、維持管
理の提案を行います。

一般社団法人日本コンクリート診断士会

■ 「一般社団法人日本コンクリート診断士会」の組織図

「日本コンクリート診断士会」は、平成22年７月23日に設立され、同年９月６日一般社団法人として認定されました。
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（１）正会員
正会員は、コンクリート診断士の資格を有する者で、本会を運営するための
役員・委員等に就任すること、また事業活動に参加することができます。

（２）学術会員
学術会員は、本会を運営するための役員・役員等に就任すること、また、
事業活動に参加することができます。

（３）法人会員
法人会員は、本会を運営するための委員等を派遣すること、また事業活動
を推進する委員を派遣することができますが、議決権は有しません。

（４）賛助会員
賛助会員は、本会診断士会の目的に賛同し、年会費を負担する者は何人も
入会でき、事業活動には参加できますが、議決権は有しません。

正会員 ： 712名
学術会員 ： 14 名
法人会員 ： 55 社
賛助会員 ： 57 名

事業内容と主な活動

会員の種類

コンクリート診断士の技術力と資質向上のための情報提供

コンクリート診断士の社会的地位の向上・処遇改善のための
広報活動

維持管理に関する技術情報提供
地区診断士会の活動支援
技術研修会

地区診断士会の設立支援
講師派遣
診断士受験支援

コンクリート診断士を官公庁が発注する業務委託の参加資格要件に位置付ける
ための活動

各種委員会・共同研究への参加　　ワークショップの開催

コンクリート建造物に関する新技術・新材料の整理・評価など、
診断に関する社会的問題への対応

構造物管理者等へのコンサルティングと技術対応

コンクリート建造物に関する点検・診断、補修・補強、維持管理に
関する事業

会員数（2011年 7月現在）

高架橋の塩害劣化

調査・診断

現地見学会

ＡＳＲ被害状況

コンクリート診断士受験対策講座


